















Community Support Projects for Kesennuma 
［MRUASAKI ICHIBA］:K-PROJECT
東北工業大学地域連携センター紀要　EOS




















K-PROJECT : In 2011, we launched the action plan for Kesennuma recovery:20years action 
plan. When we proceed with the project, we knew the people who try to make a new town in a 
private concept, in addition to the activities by creating a community.We can give a new value in 





（平成 26 年 12 月 10 日警視庁発表），死者は東北沿岸地を中心に全国で 15,889 人，負傷者
は 6,152 人，未だに行方が不明である人数は 2,594 人にも及んでいる。さらに時間が経つに
つれて深刻になっている「震災関連死」については，復興庁資料（平成 26 年３月 31 日発
表）によると，１都９県で合計 3,089 人。発災から２年半以内（平成 25 年９月 10 日まで）


















際の復興の動きとの調整を図りながらプロジェクトを進行させている。2011 年 12 月 24 日
の気仙沼復興商店街南町紫市場（以下，紫市場と略す）のオープンからは特に仮設商店街
から本設商店街へという動きを追い続けた。この論文は気仙沼市の復興計画（マスタープ















































































































































































　2014 年に K-PROJECT の対象である紫市場の本設設置が，気仙沼市が進める都市計画




　K-PROJECT は異なる方向性が求められ始めている。次年度以降の K-PROJECT は，継
続的に記録映像を撮り続けるとともに，これまでの紫市場の記録を記憶として残すための
リーフレット制作に着手することになった。商店主へのインタビューを中心に構成し，震
災以降の彼らの姿をまとめる作業となる。さらに，取り壊しの進む建物へのプロジェクショ
ンマッピングなどによる映像演出，紫市場関係者との協議を進めている継続的な独自イベ
ント５の検討，人の集まるイベントを継続的に誘致し，新たな価値を付加した「気仙沼内
湾地区」の創造のための仕掛けがスタートする。「 20 年計画」第２のフェイズでの動きが
次につながることになる。ハード面での街づくりと協調しながら進めていくつもりである。
１　「中小企業基盤整備機構（以下「中小機構」）では，東日本大震災被災地域の中小企業者や関係機関の１
日も早い復興に向けて，被害を受けた地域において，市町村の要請に基づいて，仮設店舗，仮設工場等の
施設を市町村と共同して整備しています。想定される入居企業の業種や事業実態を踏まえつつ市町村や関
係者と協議し，協議が整ったところから，市町村で準備いただいた土地に，事業の再開を希望される複数
の中小企業者等にご入居いただく仮設施設（仮設店舗，仮設工場，仮設事務所等）の建設を行っています。
完成した仮設施設は，市町村に無償で一括貸与し，被災された中小企業者等に無償で貸与していただきま
す。また，仮設施設は，原則として１年以内に市町村に無償で譲渡します。」（中小企業基盤整備機構ホー
ムページより引用　http://www.smrj.go.jp/）
２　気仙沼市ホームページ参照：プランのダウンロードが可能。
３　「東日本大震災から３年経った現在，被災地は復旧・復興が思うように進まず外部からの支援も徐々に減
少している状況である。そのため今後は，外部からの支援に頼るだけではなく，被災地自らが担い手とな
り復興に向けて取り組んでいかなければならない。本プロジェクトは，岩手・宮城・福島県が被災地の現
状を発信するとともに各被災地間が情報や知恵を共有することで新たな復興への協力体制を形成すること
を目的としている。つまり，個々の被災地ではなく東北沿岸部一帯が復興に向けて一丸となり，東北の現
状および情報を全国的に発信することを目的としたプロジェクトである」（アムダホームページより引用：
http://amda.or.jp/）
４　大槌福幸きらり商店街，おおふなと夢商店街，再生の里ヤルキタウン，高田大隅つどいの丘商店，陸前
高田未来商店，紫市場，南三陸さんさん商店街，おがつ店こ街，石巻まちなか復興マルシェ，おしかのれ
ん街，七の市商店，かしま福幸商店街など
５　過去のイベントのブラッシュアップを中心とする。集客の多かった「スローフード」や地域コミュニティ
のイベントとしての「かぼちゃ祭り」（紫神社という基点となる場の活性化を含めて）などをどのように展
開するかなどを協議予定。
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